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「置き去りにされる悲しみ」
山□県詈察本部 肇察県民課長 木村 貴志

会員の皆様におかれましては、常日頃から被害者支援活動に深いこ理
解をいただき、たゆまぬ取組を進めておられますことに改めて感謝申し
上げます。
さて、麻の中で育った蓬はまっすぐ伸びると言われています。誰もが

手を携えて被害者に目を向けてい<環境が備わると、善良な社会が実現
するのではないでしょうか。犯罪のない安出して暮らせる社会は誰もが願つていることです。

ところが現実には、不幸にして被害者となられた方やご家族は、その直接的な被害のみならず、
|い身の不調や経済的な問題、さらには周囲の無理解やlいない言動に苦しめられていることも、ま
た事実です。
こうした理不尽に耐えておられる被害者に、いつもの平穏な日常生活を取り戻していただくこ

とが被害者支援の真髄であると考えていますが、そのために何にも増して大事なことは、被害者
が地域社会で配慮され、尊重され、支えられてこそだということです。

よく治安のバロメーターとして使用される「刑法犯の認矢□件数」は、平成28年は戦後初めて
100万件を下回り14年間連続して減少しています。その陰には行政の取組が奏功した一面も多
少はあるものの、何と言ってもボランティア団体の広がりが大きな原動力、言い換えれば国民の
力が結集されたからにほかなりません。″

被害者の悲しみがいつまでも置き去りにされる社会であってはなりません。
″
願わくば、被害

者支援の活動の輪が大きなうねりとなることを期待してやみませんが、被害者にとって最も身近
な機関である詈察としても、アプローチを充実させていきたいと考えておりますので、ヨ|き続き
ご支援とこ協力をよろしくお願いいたします。

就任のこ挨拶
専務理事 西山 幸雄

平成29年 7月 1日付けで、本被害者支援センターの専務理事に就任
いたしましたので、こ挨拶申し上げます。
私と被害者支援センターとの係わりは、15年前に遡りますが、」A共

済交通事故相談所長として、「山□県被害者支援連絡協議会」に参nElし

てからになります。
当時は、ハートライン山□での電話相談を実施されていたように記憶しておりますが、代表の

方のご苦労を痛感したのを思い出します。
その後、当センターの正会員として係わりを持って来まして、本年6月末、」A山□厚生連を

退任するにあたり、今までお世話になつた社会に少しでも貢献できたらと思い、このたびの運び
となりました。
私は、人生とは人との出会いであり、「縁」の繰り返しだと思っています。古来より、縁に出

会いて縁に気づかずとか、縁に気付きて縁を活かさずとなつては、なんとも残念な縁との出会い
となります。
せつかく頂いた皆様との大切なご縁であります。こ縁を精一杯大切にして、活かしていきたい

と思います。
犯罪や事故などによって被害を受けられた方、そのご家族のサポートが、会員や支援者の皆様

の、こ協力の元、関係機関との連携を含め一丸となつて充実できますよう努力して参ります。
「百万一新」「一日一カー心」のこころで臨みますので、よろしくお願い申し上げます。



2017年  秋号 ハー トライン通信

平成29年度通常総会を、6月 17日 (土)元」A中央小郡上郷支所 (山□市小郡新町 1-15-1)
2階会議室において開催いたしました。事務局より平成28年度の事業報告、決算報告がされ、
原案通り承認されました。

<平成29年度役員>

理 事 長 鶴  義勝 弁護IL

冨」理事長 島田 令子 団体役員

専務理事 西山 幸雄 事務局専務理事 (新規 )

理  事 新丼 道子 会社役員

″ 太田 列子 大学講師、臨床′い理土

″ 押江  隆 大学講師、臨床心理土

″ 坂丼  譲 団体役員

″ 田上 秀雄 事務局長 (新規 )

″ 近間 純栄 会社役員
″ 原  昌克 団体役員

″ 原  伸一 医 師

″ 藤本 宏志 会社役員
″ 山根 捷二 事務局非常勤職員

監  事 青海 博文 税理土

監  事 渡邊 一正 司法書主

★平成28年度支援状況の報告

相談内容 電話相談 電子メール 面接相談 直接支援 計

身体犯

殺人 (傷害致死 ) 7 0 2 4 13

強盗 (致死傷 ) 4 0 0 4 8

強姦 4 0 14 5 23
強市」わいせつ 12 0 3 7 22
その他の性暴力 7 0 0 4

暴行・傷害 6 0 0 9 15

その他の身体犯 0 0 0 0 0

交通犯

危険運転致死傷 0 0 0 0 0

交通死亡事故 0 3 3 7

交通事故 9 0 6 8 23
財産的被害 0 0 0 0 0
D∨ 13 2 4 0 19
ストーカー 0 0 0 0 0

虐待 4 0 1 0 5

その他

死別 ・自殺 0 0 0 0 0

災害被害 0 0 0 0 0

その他 26 0 2 1 29
計 93 2 35 45 175
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平成29年 6月 4日 (日 )、 山□市湯田温泉セン トコア山□

にて犯罪被害者支援公開講座を開催 し、120名が聴講されま

した。

本年度の公開講座は、平成23年 3月 3日 に当時 3歳の最

愛の娘・由 (こ こ)ちゃんを運れて熊本市内のスーノヽ一に員

物に出かけた際、小児性愛の20歳の男に殺害された犯罪被害者還族 清水誠一郎氏を講師として

お迎えしました。

「娘を失つた悲 しみは変わらないが、被害者支援センターや警察の支援によって家族で歩む決

心ができた。被害者が甘えることができる場を与えてほしい。」と呼びかけられ、支援の重要性

を強く感 じることができた公開講座となりました。

この公開講座は、平成29年度被害者支援員養成講座の第一回入門講座となっております。

平成29年度の被害者支援員養成講座を」A山 □中央上郷支所会議室を主会場に6月 4日 (日 )

から8月 31日 (本)までの約3カ月間、金13回開講し、6名の方が全課程を修3されました。

この養成講座は、「被害者支援員」となる人を養成す

るために、毎年開催されています。

【養成講座を終えて…】

養成講座は、カリュキュラムの内容が充実し、講師の

方々も素晴らしい方々で、是非、もっと多くの方々が受

講できればいいのではないかと思いました。

「被害者支援員」というと敷居が高 <、 躊躇してしまう方が多くなるかもしれませんが、今回

の講座の内容を矢□る人が増えればよいのにと思います。

このような機会を与えていただきましてありがとうございました。

(受講1多了者論文 抜粋)
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山□被害者支援センターでは、中学生、高校生を対象に「命の大切

さを学ぶ教室」、企業、団体を対象に、「命の講座」を実施しております。

犯罪被害者還族の方々が大切な人を突然亡くされた想いや、命の大切さを講演していただいております。

(敬称略・順不同)

【平成29年度の実施校・開催予定校】

中学校・高校

● 下関市立日新中学校

● 下関市立豊洋中学校

● 下関市立東部中学校

● 山□大学教育学部附属中学校

● 山□県立小野田工業高校

● 柳丼市立柳丼中学校

● 山□県立宇部工業高校

● 山□県立厚狭高等学校

● 山□県立柳丼高等学校

● 宇部市立厚南中学校

【平成29年度の実施・予定企業・団体】

企業・団体

● 阿知須地区更生保護女性会

● 防府市人権擁護委員会

● 長府扇町安全協議会

● 光交通安全協会光市役所支部

● 小野田ライオンズクラブ

● 山□県農業協同組合中央会

● 長府警察署

● 防府市人権学習推進市民会議・防府市教育委員会

● 山□南警察署

● 長門地域連絡協議会

● 宇部興産海運株式会社

● 山陽小野田警察署

● 山□保護観察所

● 山□短期大学

下関市立日新中学校 小森講師 長府扇町安全協議会 中谷講師
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講演後の講師への感想文より

★今日の講演でいじめられている人にむかって「あなたにも責任があるんじゃないの ?」 という言葉は言つ

てはいけないということにとでも共感できました。その言葉を言われると自分が悪いような気持ちに

なり自殺へと追い込む可能性は充分ありうると思うからです。この講演を世界中のみんなに知つても
らいたいと思いました。

(中一男子)・
¨¨¨¨¨¨¨¨¨¨¨¨¨¨¨¨¨¨¨¨¨¨¨¨¨¨¨¨¨¨¨¨¨"¨ ¨¨

★これまで被害者の家族の方は、どんなにつらい思いをされてきたのだろうか、どんなに悲しい気持ちと戦つ

てこられたんだろうかと考えました。でもその辛い経験を私達に話してくださったおかげで思いやり
と人の大切さを感じました。自分が生きている事、支えてもらつていることに感謝し、支えてもらつ
た分他の人を支えて生きていけるようにがんばりたいです。
(中二女子)・

¨¨¨¨¨¨¨"¨ ¨¨¨¨¨………………………¨¨¨¨¨¨¨"¨ ¨¨"¨ ¨

★今日の講演会で講師のお子さんが事件に巻き込まれたことは矢0り ませんでした。関係すらしてない僕でも、
悲しい気持ちになり悔しい気持ちになりました。なので、講師の方は想像もできないくらい悲しい気持ちだつ

たと思います。犯人は自殺して理由もいうことないまま亡くなってとでも,いがムズムズしました。そ
の犯人の気持ちまで考えられる講師の方は本当にすこいと思いました。命の大切さ、生きていること
を改めて考えました。これから生きていく中で、自殺、殺人はもちろんせずに自分の命の重みを感じ
て一生を生きます。

(中二男子)・
¨¨¨¨¨¨¨¨¨¨¨¨¨¨¨¨¨¨¨¨¨"¨ ¨¨¨¨¨¨¨¨¨¨¨¨¨¨

★私の人生への考え方がこの日、がらつと変わりました。私は小学生の時、少しの時間いじめられました。
無視される、物を取られる、悪□を言われるなどです。最後はあまりにひどいものでしたので、友達、
親に相談しました。その後別の中学へいきました。前にいた世界がひどくつの世界はキラキラしています。
講師の方が言われたスポンジのように受け止めれる大人、友達に相談することが大事だと思いました。
(中三男子)・

¨¨¨¨¨¨¨¨¨¨¨"¨ ¨¨¨¨¨¨………¨¨¨¨¨¨¨¨¨¨¨¨¨¨¨

★今日は命の大切さについて学ぶことができました。講師の先生のお話を聴いて―人の命の重さがどれ
くらい重いいのかそしてその一人の命がなくなることによってどれだけの人が悲しむのかがわかりま
した。人間は一人では生きていけない、血の通つている′いがあるという言葉を聴いて確かに、その通
りだなと思いました。生まれてきてくれてありがとうという言葉は、親に何度か言われました。その
時にはどういう意0未かあまりよくわかりませんでした。しかし今日のお話しを聴いて、少しわかった
気がしました。

(中二男子)・
¨¨¨¨¨¨¨¨¨¨¨¨¨¨¨¨¨¨¨¨¨¨¨¨¨¨¨¨¨¨¨¨¨¨¨¨¨

★命の大切さを聴いて,い に残ったことは、友達、家族の大切さです。いざとなつた時友達が助けてくれる事、
家族が助けてくれることは、支えられているこということで、とでも大切だと思います。講師の先生
の娘さんと連絡がつかなくなつた時、友達がすぐに探し出し、お母さんに電話をかけたり気をつかっ
てくれたおかげで少しは講師の先生の気持ちがやわらないだのではないかと思います。私も人の気持
ちを理解し、困っているときは、助け合える人になりたいなと思います。自分がされて嫌なことは人
にしないことを目標にし、今日の講演を思い出して、これからの生活に活かしていきたいです。
(中一女子)・

¨¨¨¨¨¨¨¨¨¨¨¨¨¨¨¨¨¨¨¨¨¨¨¨¨¨¨¨¨¨¨¨¨¨¨¨¨

山□県では、毎年、「命の大切さを学ぶ教室全国作文コンクール」に応募しております。
平成27年度は、山□県立小獅田工業高校
平成28年度は、山□県立下松高等学校
共に、国務大臣 。国家公安委員長賞を二年連続受賞 しております。
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犯罪被害者週間をご存知ですか ?

平成17年 12月 に閣議決定された「犯罪被害者等基本計画」において、毎年「犯罪被害者

等基本法」の成立の日である12月 1日以前の一週間(11月 25日～12月 1日まで)が 「犯罪被

害者週間」と定められました。期間中の集中的な啓発事業等を通じて、犯罪被害者等が置か

れている状況や犯罪被害者等の名誉または生活の平穏への配慮の重要性について国民の理解

を目的とするものです。

被害者週間行事を行います ::

～考えてみませんか、犯罪被害者のためにわたしたちができる事～

平成29年 11月 25日 (土)13:00～ 16:00
アクテイブやない 柳丼市

被害者還族による請演会… (山□被華 センター

直接支援員 )

演題 :「歩と生きる」

講師 :中谷力□代子氏 (高専殺人事件の被害者還族 )

山□県出身の原田侑子さんライブ

県警音楽隊演奏

お手伝いできる方、

是非よろしくお願いいたします。

詳細は事務局まで
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彊…犯罪被害者週間h柳井

鰈 ,F轍鱗菖国

性犯罪被害は「#8103」
全国共通ダイヤル

で警察に電話相談
「ハートさん」

この番号にダイヤルしていただくと、発信場所を管轄する都道府県警察の性犯罪被害相談電話につながります。
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※敬称略・五十音順

厚狭ゴルフ倶楽部 阿矢□須共立病院 阿矢□須同仁病院

0い しだクリーニング 岩国自動車学校 岩国中央病院

宇部記念病院 宇部興産∽ 宇部マテ リアルズい

∽OBM 共進∽ 下松市役所睦会

下松中央公民館 いグツドライアンス 光輝病院

三不□企業∽西日本自動車学校 三不□企業い早稲田イーライフ宇部 サンライフ山陽

しおかぜの里角島直売所 周南カン トリー倶楽部 周南システム産業∽サンライフ周南

い新笠戸ドック 新日鐵住金∽ 須恵の郷

周防カントリークラブ 住吉工場い 生活協同組含コープやまぐち

積水ハウス∽ 積水ハウスい山□工場 セントラルバークゴルフ倶楽部

田中慶應進学塾 田中自動車い い長府製作所

長州産業い 中央交通∽ 帝人∽

東亜大学 東ソー生活協同組含 東洋鋼板∽下松事業所

東洋ヒューム管い 東洋紡い 徳山動物園

中須ゴルフ倶楽部 西長門リゾートホテル 西山青果い

日本製紙い岩国工場 日本通運∽防府支店 農産物力□工販売所つつ じ

いハートフーズ21 林 節子 早輌自動車学校

光自動車学校 ∽日立製作所笠戸事業所 深川養鶏農業協同組含

ふく一る下関 いフジ フジミツい三隅工場

いブリヂストン下関工場 ∽ブリヂストン防府工場 ボートレース徳山

マツダロジスティクス∽防府事業所 道の駅阿武町 道の駅おふ <

道の駅北浦街道豊北 道の駅萩し―ま一と 美津濃い岩国運動公園

美津濃い玖珂総含公園 みどり病院 柳丼病院

山□宇部空港ビル 山□県高等自動車学校 山□県農業協同組含中央会

山□市嘉川斎場 山□市仁保斎場 山□短期大学

山ロト∃夕自動車い 山□被害者支援センター 山ロフラワーランド

山本内科胃腸科 ルネサスセミコンダクタマニュフアクチュアリング的

レークスワンカントリー倶楽部 山□県警察本部 総含交通センター

交通機動隊 岩国詈察署 柳丼肇察署

平生幹部交番 光警察署 下松警察署

周南肇察署 防府警察署 山□警察署

山□南警察署 宇部警察署 山陽小郷田肇察署

厚狭幹部交番 小串警察署 美祢警察署

長門詈察署 萩詈察署 下関警察署

彦島幹部交番 長府警察署 豊田幹部交番
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団体賛助会員

山□県自家用自動車協会 山□県商工会連合会 山□県経営者協会 いヨシイ・デザインワークス

山□県タクシー協会 ベル商事∽ 青海博文税理士事務所 いグットライアンス

山□県警察本部肇察県民課 山□県自動車整備振興会 山□県警察官友の会 ホテル西長門リゾート

こすもすホールディングス 山□県自動車振興センター 福永商事い 山□県バス協会

末永法律事務所 い梅Ш苛組

当センターの活動は皆様方の温かいご支援により運営をしております。平成29年 2月～9月
までにご 支援をいただいた方を掲載いたしました。

※敬称略・順不同 ※掲載を承諾された方のみ

お

願

い

当支援センターヘ、平成29年 2月 1日から9月 30日 までに、会費等を納付して

いただいた方々を掲載しておりますが、名簿に記載漏れ、誤字・脱字等の不備がこ

ざいましたらこ容赦ください。また、その節にはこ連絡ください。

次号に掲載させていただきますので、よろしくお願い致します。

=´
― ミ√―卜 デヽ

犯罪の被詈に遭われた方のためにできることがあります H

私達の活動は、皆さまからの会議・ご寄附等により支えられています。被害者の方が安′b 
´`

して相談できるセンターでありたいと、日々努力しております。

皆さまの温かいこ支援・ご協力をよろしくお願いいたします。

賛助会員とは……当センターの目的に賛同じ事業を財政面で支援する法人・団体または個人のことです。

◆ 賛助会員 1固人一□ 2′ OOO円 団体―□ 10′ 000円

◆ 振込先 山□銀行 小郡_tO店 普通□座 6459961(□座名義)公益社団法人 山□被害者支援センター

詳しくは事務局まで

公益社団法人山口被害者支援センターヘの会費や寄付金等には、税制上の優遇措置があります。

詳 し く は 国 税 庁 の ホ ー ム ペ ー ジ https://WWW・ nta.9o.jp/taxanswer/ShOtOku/1266.htm

最寄りの税務署にお問合せください。

個人賛助会員

糀  幸子 岡村 悟司 吉岡 真治 中野 進

戸 田 憲幸 西村 真知子 田上 愛子 西村 圭介

西村 博子 大庭 逸生 大庭 智子
コ
し

需
日 哲夫

齋藤 隆弘 水津 俊男

ご寄附

宇部市PttA連含会 小獅 富美子 今丼 玲子 阿矢0須地区更正保護女性会

日本自動車販売協会連含会山□県支部 山□県 レンタカー協会 山□県遊技業協会

鶴  義勝 丼上 稔 小串詈察署 イオンリテールい
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ヨlつ 越しました H

10月 3日 に、10年間お世話になつた1日事務所から新しく元」A山 □中央小郡上郷支所に

31越 しました。住所とFAX琶号が新しくなりました。

駐車スペースも多く、以前よりも広くなり、明るい雰囲気になりましたので、ぜひお越し

くださいませ。

センター全景
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YVSC

電話相談室

全国被害者支援ネットワークカロ盟 。民間支援組織

山口県公安委員会指定 犯罪被害者等早期支援団体

全 金 推 団 法 人

量趾被轟者支援センター

新住所

〒754-0031 山□市小郡新DT l-15-1
TttL:083-976-5152

新FAX番署  F∧×:083-976-5145

E― rna‖ :yvsc@bzo4,plalaoo「 .ip

HP:http://WWW.VS― yamaguchl.net

センター入口


